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寮制　男子

〇寮制――30年に及ぶ少人数制、紳士教育の伝統とノウハウ

〇徹底した個別指導・夜間ゼミナール・茶道華道の必修に乗馬

〇チュートリアル制度・オーダーメイドの進学（受験）指導

〇私たちは「誰に対し・いかなる技術をもって・何を提供するのか」

を問い続けています

学校見学は毎土曜日午後２時より

詳しい学園案内パイフレット、学校見学のお申込みや推薦基準等のお問い合わせは下記まで

（転編入学の相談も受付けます）

聖パウロ学園高等学校・入試委員会

住　所　東京都八王子市下恩方町2727

電　話　0426－51－3893

ＦＡＸ　0426－51－6331

ホームページ　http://www2.tky.3web.ne.jp/～stpaul/

推　薦　入　試

一　般　入　試

募集人員　30名

願書受付　平成13年１月25日（木）～２月10日（土）

試験期日　平成13年２月12日（月）

合格発表　平成13年２月13日（火）

募集人員　30名

願書受付　平成13年１月18日（火）～１月20日（土）

試験期日　平成13年１月22日（月）

合格発表　平成13年１月23日（火）
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200

日 時 ・ 場 所 取 得 単 位 受講予定
人　　数 研 修 内 容 ・ 講 師 備　　　　　考

平成12年度　日本医師会認定産業医研修会開催案内

平成12年
10月15日（日）
９：30～17：00

広島医師会館
２階　講堂 基礎・前期研修

７単位

９：30 総論Ａ
10：30 産業医活動の実際Ａ
11：30 健康管理Ａ
13：00 メンタルヘルス
14：00 健康保持増進
15：00 作業環境管理Ａ
16：00 有害業務管理Ａ

産業医科大学・
産業実務研修センター
教　授　織　田　　　進
助教授　藤　代　一　也

主催・広島県医師会

申込先：
広島県医師会

TEL082－232－7211
FAX082－293－3363

申込方法：FAXにて
氏名・連絡先住所・
〒・電話番号を記入
の上送付下さい。

日医生涯教育講座
（5単位）認定

平成12年
10月22日（日）
９：30～17：00

広島医師会館
２階　講堂

基礎・前期研修
７単位

200

９：30 総論Ｂ
10：30 健康管理Ｂ
11：00 産業医活動の実際Ｂ
13：00 作業管理Ａ
14：00 作業管理Ｂ
15：00 有害業務管理Ｂ
16：00 作業環境管理Ｂ

産業医科大学・
産業実務研修センター
所　長　大久保　利　晃

産業医科大学・
産業生態科学研究所
助　手　宝珠山　　　務

平成12年
11月13日（月）
19：00～21：00

広島医師会館
２階　講堂

基礎・後期研修
２単位

または
生涯・更新研修　

１単位
・専門研修　
１単位

200

これからの
安全衛生対策について（仮題）

広島中央労働基準監督署
次　長　松　永　　　良

生活習慣病（仮題）

医）一陽会　原田病院
高　科　成　良

主催：問合せ先：
広島市医師会

TEL082－232－7321

申込みは必要ありま
せん。
当日受付でご記名下
さい。

平成12年
11月16日（木）
14：00～16：00

三次ロイヤルホテル

基礎・後期研修
２単位

または
生涯・更新研修　

１単位
・専門研修　
１単位

150

労働衛生行政の現状

広島労働局安全衛生課
課　長　平　櫛　佳　六

ストレスによる精神障害について

中国労災病院精神科
部　長　中　川　一　廣

主催：問合せ先：
庄原地区医師会

TEL08247－2－4646

＜注意＞
（1）講師等若干の変更が生じる場合があります。
（2）日医認定産業医指定研修会として申請中です。
（3）日医認定産業医制度の受講証明については、原則として研修会終了後行います。

平成12年
10月12日（木）
11：00～12：00

日新製鋼所
呉製作所

基礎・後期研修
１単位

または
生涯・専門研修　

１単位

150

職場改善を進めるために
―感性工学について―

国立呉工業高等専門学校
校　長　長　町　三　生

主催：申込：
産業保健人間工学会
第５回大会事務局
TEL082－263－0850
FAX082－262－6810

平成12年
10月13日（金）
10：10～11：10
13：40～14：40

日新製鋼所
呉製作所

基礎・後期研修
２単位

または
生涯・専門研修　

２単位

150

職場改善を進めるために
「福祉ロボット開発の現状と課題」

日本福祉大学
教　授　山　羽　和　夫

「産業カウンセラー」

中国労災病院　精神科
部　長　中　川　一　廣

平成12年
11月16日（木）
14：00～18：00

NTT西日本広島
中央健康管理所

基礎・実地研修
４単位

または
生涯・実施研修　

４単位

50

実施研修
一般健康診断

NTT西日本広島中央健康管理所
所　長
認定産業医　原　　　　均

主催：問合せ先：
広島市医師会

TEL082－232－7321

※定員になり次第打
ち切ります。
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認 定 産 業 医 研 修 会 の ご 案 内

研修機関 広島産業保健推進センター

広島市中区八丁堀16－11 日本生命広島第２ビル４階

研修場所 広島産業保健推進センター（ビル９階広島クラブ会議室）

申 込 み 下記「申込み用紙」でファクシミリにて申し込んで下さい

ＴＥＬ082－224－1361 ＦＡＸ082－224－1371

受講対象 医師、保健婦、ＴＨＰ指導者等

11月27日（月）
16時～17時

11月30日（木）
10時30分～12時

12月６日（水）
15時～17時

12月12日（火）

15時～17時

12月18日（月）
15時30分～17時

労働安全衛生法と労働衛生管理（１時間）

（認定産業医単位　基礎後１　生涯更１）

作業管理と筋骨格系障害　 （１時間半）

（認定産業医単位　基礎後1.5 生涯専1.5）

健康保持増進対策の事例・検討（２時間）

（認定産業医単位　基礎後２　生涯専２）

職場のメンタルヘルス・事例研究（２時間）

（認定産業医単位　基礎後２　生涯専２）

職場におけるがんの予防について（１時間半）

（認定産業医単位　基礎後1.5 生涯専1.5）

開 催 日 時 研 　 修 　 内 　 　 容

受　　講　　日

（〇印を）

医 療 機 関 名
事 業 場 名

所 　 在 　 地

電 話 番 号
Ｆ Ａ Ｘ 番 号

（フリガナ）
受 講 者 氏 名

資 格 の 種 類

11月27日（月）

12月12日（火）

11月30日（木）

12月18日（月）

12月６日（水）

業　　種

労働者数

認定産業医登録番号
□　医師　No.
１□　保健婦
２□　看護婦
３□　衛生管理者

□　ＴＨＰ指導者

Ａ□　医師 No.
Ｂ□　ヘルスケア・トレーナ No.
Ｃ□　ヘルスケア・リーダー No.
Ｄ□　心理相談員　　No.
Ｅ□　産業栄養指導者No.
Ｆ□　産業保健指導者No.

年齢　　　　歳

ＴＥＬ　 ＦＡＸ

産業保健婦等に対する研修受講申込み

講 　 　 　 　 　 師

広島産業保健推進センター

関係法令相談員　日野原　義　博

広島産業保健推進センター

産業医学相談員　舟　橋　　　敦

広島産業保健推進センター

産業医学相談員　鎗　田　圭一郎

広島産業保健推進センター

メンタルヘルス相談員　中　川　一　廣

広島産業保健推進センター

産業医学相談員　奥　田　久　徳

※　締切りは各日時とも11月15日まで（定員100名）［定員になり次第締め切ります］
※　ＴＨＰ登録更新単位（全５単位）、認定産業医単位（全８単位）

〒

登録番号

注）資格種類の欄の□内には、 を記入の上登録番号を記載して下さい。
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日本医師会認定健康スポーツ医制度

健康スポーツ医学実地研修会（再研修会）
１．日時・場所

日　時　　平成12年10月21日（土）午後２時～５時

場　所　　広島県立総合体育館　小会議室　第２柔道場

広島市中区基町４番１号　ＴＥＬ（082）228－1111

２．定　　員 50名

３．参加資格

日本医師会認定健康スポーツ医の資格を有する医師会員

４．研修内容

講義および実習

「腰痛、腰こり、ストレッチ体操」

吉備国際大学保健科学部　理学療法学科助教授　河 　 村 　 顕 　 治

５．申込方法

受講希望の方は、電話にて定員をお問い合わせのうえ、下記申込書によりＦＡＸで申し込ん

で下さい。受講票を本人宛送付します。

広島県医師会研修広報課　〒733－8540 広島市西区観音本町１－１－１

ＦＡＸ（082）293－3363

６．受 講 料 無　料

７．受講証明書の交付・単位

受講されたスポーツ医の方には、受講証明書を交付し、日本医師会認定健康スポーツ医制度

再研修会として２単位を認定します。

８．そ の 他

定員になり次第参加申込をお断りすることもあります。

当日は、筆記用具は必ずご持参下さい。また、実習では被験者になって頂きますので、運動

のできる服装（運動靴、タオル、着替えなど）でお越し下さい。

※年度末に東部地区で開催予定です。

氏 名 �

所 属 地 区 医 師 会 名 �

診 療 科 目 �

所 属 医 療 機 関 名 �

同 住 所 �
（連　　絡　　先）�

電 話 番 号 �

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 �

（　　　　　　　）市・郡・地区医師会�

（　　　　　　　）科�

�

�

〒（　　　　）－（　　　　）�
�

（　　　　）　　　－�

（　　　　）　　　－�

フ　　リ　　ガ　　ナ�

健康スポーツ医学実地研修会申込書�
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○日 平成12年度地対協エイズ研修会
いつ、どこの病院でＨＩＶ感染者が判明してもおかしくない昨今の状況です。

新たな抗ＨＩＶ薬、日和見感染症治療薬の出現や検査法の進歩とともに、ＨＩＶ感染者の治療は専

門化していますが、最も大切なのは初期対応です。感染が疑われたときの検査説明と陽性告知は一般

医療現場では避けることができません。

広島県地対協ＨＩＶ感染症専門委員会では、初期対応から専門医紹介までについて、講演と具体的

場面を想定したロールプレイによる研修を企画しました。

呉共済病院、福山市市民病院はもちろん、医師・歯科医師・看護職・検査技師・カウンセラーなど、

多数の医療関係者の参加をお待ちしております。

と　　き：11月９日（木）午後６時～８時

と こ ろ：呉共済病院　スポーツ館２階　会議室

内　　容：「ＨＩＶ抗体陽性者来院時の初期対応について」

講演講師：小 　 田 　 健 　 司　先生（広島市民病院健康管理センター部長）

ロールプレイ講師：児 　 玉 　 憲 　 一　先生（広島大学保健管理センター教授）

内 　 野 　 俤 　 司　先生（広島大学保健管理センター助手）

主催：広島県地域保健対策協議会ＨＩＶ感染症専門委員会

（お問い合せ　ＴＥＬ082－232－7211）

主催：呉・竹原地域保健対策協議会

病院連絡先：呉共済病院　日 野 理 彦 先生（内科）

（ＴＥＬ0823－22－2111）

と　　き：12月５日（火）午後６時～８時

と こ ろ：福山市市民病院　２階講義室

内　　容：「ＨＩＶ抗体陽性者来院時の初期対応について」

講演講師：高 　 田 　 　 　 昇　先生（広島大学医学部附属病院助教授）

ロールプレイ講師：児 　 玉 　 憲 　 一　先生（広島大学保健管理センター教授）

内 　 野 　 俤 　 司　先生（広島大学保健管理センター助手）

主催：広島県地域保健対策協議会ＨＩＶ感染症専門委員会

（お問い合せ　ＴＥＬ082－232－7211）

主催：福山・府中地域保健対策協議会

病院連絡先：福山市市民病院　下 江 俊 成 先生（内科)

（ＴＥＬ0849－41－5151）



（47）2000年（平成12年）10月５日 広 島 県 医 師 会 速 報 （第1737号）昭和26年 8 月27日第3種郵便物認可

○日 平成12年度医薬品のより良い使用共同研修会

日常臨床の場では多くの医薬品が使用され、病診・診診連携が進む中患者さんは複数の医療機関・

診療科にかかる機会が多くなり、使用される医薬品が増え、薬剤の重複相互作用など薬害事故がおこ

る可能性が高くなっています。

そこで、医師・歯科医師・薬剤師・看護婦がそれぞれの立場から医薬品が正しく安全に使用される

ための問題点を報告し、ディスカッションを行い、医薬品のより良い使用に関する認識を共通のもの

とすることを目的とする共同研修会を開催することになりました。多数のご参加をお願い致します。

記

と　　き 平成12年10月24日（火）午後７時～９時

と こ ろ 廿日市商工会議所　２階会議室

（廿日市市下平良一丁目１－４）

シンポジウム

「身近なところでの医薬品使用の問題点」

―現 場 か ら の 報 告―

座　長 広島県薬剤師会副会長　 森 　 井 　 紀 　 夫

大竹市医師会副会長　 坪 　 井 　 信 　 治

①　医師の立場から

佐伯地区医師会理事　 永 　 田 　 健 　 二

②　歯科医師の立場から

佐伯歯科医師会理事　 松 　 山 　 智 　 博

③　薬剤師の立場から

大竹市薬剤師会　 今 　 田 　 　 　 省

④　看護婦の立場から

広島総合病院看護部長　 藤 　 田 　 照 　 美

申し込み先 佐伯地区医師会（廿日市市阿品４丁目51－32－１）

ＴＥＬ（0829）36－6611・ＦＡＸ（0829）36－6614

共　催　 広　　　　島　　　　　県

佐 伯 地 区 医 師 会

大 竹 市 医 師 会

佐 伯 歯 科 医 師 会

廿 日 市 佐 伯 薬 剤 師 会

広 島 県 看 護 協 会

広島県地域保健対策協議会
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○日 平成12年度医薬品のより良い使用共同研修会

医師・歯科医師・薬剤師・看護婦の各職種の医療関係者がそれぞれの立場から問題点・工夫点を講

演し、医薬品のより良い使用について共同研修を行う。

今回はテーマを二つに絞り研修会を行う。

一つは増加の一途をたどっている、いわゆる調剤薬局（院外薬局）での処方・服薬指導について、

その利点・欠点・工夫等を医師及び薬剤師の立場から発言してもらう。

二つめは在宅患者における服薬指導と題し、嚥下困難ケースや痴呆ケースにおける問題点・工夫点

を発言してもらう。

記

と　　き　平成12年10月24日（火）午後７時～９時

と こ ろ 尾道国際ホテル（尾道市新浜１－13－６）

講　演

１．院外薬局の光と影

座　長 尾道市医師会理事　 山 　 辺 　 高 　 司

尾道市薬剤師会理事　 田 　 辺 　 ナ 　 オ

①　院内薬局と院外薬局の利点・欠点

田辺クリニック院長　 田 　 辺 　 泰 　 登

②　調剤薬局での問題点とその解決に向けての工夫

尾道薬剤師会　 渡 　 辺 　 英 　 之

２．在宅患者における服薬指導

座　長 尾道市歯科医師会専務理事　 古 　 川 　 竜 　 太

尾道市医師会訪問看護ステーション主任 永 　 井 　 ク ニ 子

①　嚥下困難ケースにおける薬剤服用の工夫

黒瀬歯科医院院長 黒 　 瀬 　 　 　 済

②　痴呆老人ケースにおける服薬指導の工夫

ひまわり訪問看護ステーション管理者 上 　 広 　 純 　 子

申し込み先 尾道市医師会（尾道市栗原東二丁目４－33）

ＴＥＬ（0848）25－3151・ＦＡＸ（0848）25－3154

共　催　 広 　 　 　 島 　 　 　 県

尾　道　市　医　師　会

尾 道 市 歯 科 医 師 会

尾　道　市　薬　剤　師　会

広　島　県　看　護　協　会

広島県地域保健対策協議会



（49）2000年（平成12年）10月５日 広 島 県 医 師 会 速 報 （第1737号）昭和26年 8 月27日第3種郵便物認可

○日 平成12年度医薬品のより良い使用共同研修会

近年、科学技術等の進歩により多種多様な医薬品が開発され使用されるようになり、薬理作用の強

い医薬品や使用方法の複雑な医薬品も増えています。

重複投与をいかにして避けるか、併用すると弊害のある薬の投与をどのようにして避けるか、また、

患者さんへの適切な情報提供はどのようになされるべきか、こうした課題がクローズアップされています。

当東広島地区では、こういった諸課題へのひとつの対応として、４月から「薬手帳」を導入し活用

しています。数か月が経過し、その成果や問題点を整理してみる時期でもあります。

このような状況下で、下記の要領で、医師・歯科医師・薬剤師・看護婦等、医療従事者を対象とし

た共同研修会を開くことになりました。皆様のご参加をお願いします。

記

と　　き　平成12年10月24日（火）午後７時～９時

と こ ろ　東広島保健医療センター　３階大会議室

（東広島市西条町土与丸1113）

基調講演

司　会 東広島薬剤師会会長　 金 　 川 　 　 　 清

「高齢者の薬物療法のあり方」

講　師 広島市民病院薬剤部副部長　 長 　 崎 　 信 　 宏

シンポジウム

「薬 の 安 全 か つ 効 果 的 使 用」

座　長 東広島地区医師会理事 本 　 城 　 典 　 彦

シンポジスト なんぶ内科医院　楠 　 部 　 　 　 滋

やまがた歯科医院 山 　 縣 　 隆 　 宏

セルム薬局 松 　 森 　 隆 　 志

賀茂台地訪問看護ステーション 宮 　 園 　 恵 　 子

申し込み先 東広島地区医師会（東広島市西条町土与丸1113）

ＴＥＬ（0824）22－3810・ＦＡＸ（0824）22－2580

共　催　 広 　 　 　 島 　 　 　 県

東 広 島 地 区 医 師 会

賀 茂 東 広 島 歯 科 医 師 会

東 広 島 薬 剤 師 会

東 広 島 地 区 看 護 協 会

広島県地域保健対策協議会
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○日 平成12年度医薬品のより良い使用共同研修会

医薬品のより良い使用の推進を図るため、医師・歯科医師・薬剤師・看護婦等の医療関係者が、共

同で研修し情報交換を行う。

記

と　　き　平成12年10月12日（木）午後７時～９時

と こ ろ　三　原　医　師　会　館

（三原市円一町４丁目１－21）

基調講演

「薬をより安全に使用するためにその工夫と問題点」

福山大学薬学部教授　薬学博士　吉 　 富 　 博 　 則

シンポジウム

「薬をより安全に使用するために現場から」

コーディネーター　三原市医師会副会長　 中 　 林 　 昭 　 策

コメンテーター　福山大学薬学部教授　薬学博士 吉 　 富 　 博 　 則

①　訪問看護の立場から「医療情報共有の必要性」

三原市医師会訪問看護ステーション管理者　 佐 　 藤 　 百 合 子

②　歯科医師の立場から「患者に対する薬剤情報提供について」

三菱三原病院歯科医長 前 田 　 耕 　 作

③　医師の立場から「医薬品のより良い使用推進の検討」

三原地区医薬品等適正使用推進検討会長 金 　 丸 　 　 　 巧

④　薬剤師の立場から「薬手帳の使用アンケート調査報告」

三原薬剤師会理事　 石 　 岡 　 敏 　 之

申し込み先 三原市医師会（三原市宮浦１丁目５－７）

ＴＥＬ（0848）62－2283・ＦＡＸ（0848）62－7505

共　催　 広 　 　 　 島 　 　 　 県

三 原 市 医 師 会

三 原 市 歯 科 医 師 会

三 原 薬 剤 師 会

広島県看護協会三原地区

広島県地域保健対策協議会
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第 24 回日本死の臨床研究会年次大会

と　　き 11月11日（土）12日（日）

と こ ろ 広島国際会議場

大 会 長 本 　 家 　 好 　 文（国立呉病院緩和ケア病棟医長）

鈴 　 木 　 正 　 子（広島大学医学部保健学科教授）

テ ー マ 「21世紀へのかけ橋」

特別講演 「日本人の死生観」

山 　 折 　 哲 　 雄（京都造形芸術大学大学院長）

「宇宙の誕生と未来」

佐 　 藤 　 勝 　 彦（東京大学大学院理学系物理学教室教授）

教育講演 「緩和ケアにおける音楽療法について」

栗 　 林 　 文 　 雄（北海道医療大学教授、臨床心理士）

「症状緩和のためのエッセンシャルドラッグ」

恒 　 藤 　 　 　 暁（淀川キリスト教病院、ホスピス医）

「緩和ケアにおけるがん看護専門看護師の役割」

濱 　 口 　 恵 　 子（東札幌病院副看護部長、がん看護専門看護師）

「ホスピスボランティア」

山 　 崎 　 章 　 郎（聖ヨハネ桜町病院ホスピス、ホスピス医）

「地域における在宅緩和ケアのすすめ方」

馬 　 庭 　 恭 　 子　

（広島ＹＭＣＡ訪問看護ステーション・ピース所長　地域看護専門看護師）

シンポジウム 「自己決定のプロセスを支える」

座長：柿 　 川 　 房 　 子（三重大学医学部看護学科教授）

＜シンポジスト＞

志 　 真 　 泰 　 夫（国立がんセンター東病院緩和ケア病棟医長）

高 　 橋 　 文 　 子（広島赤十字・原爆病院婦長）

磯 　 崎 　 千 枝 子（上尾甦生病院ＭＳＷ、ホスピスコーディネーター）

種 　 村 　 エ イ 子（『知りたがりやのガン患者』著者）

＜シンポジウム・コメンテーター＞

種 　 村 　 完 　 司（鹿児島大学教育学部教授）

住 　 吉 　 蝶 　 子（札幌医科大学保健医療学部教授）

特別企画 「死の臨床とユーモア」～デーケン＆柏木のユーモア対談～

アルフォンス・デーケン（上智大学文学部教授）

柏 　 木 　 哲 　 夫（大阪大学人間科学部教授）

写 真 展 島津禎久氏写真展（ロビー開催）

テーマ：充たされた日々　～イギリスのホスピスをたずねて～

事例検討 10題

一般演題 143題

参 加 費 非会員　7,000円

会　員　5,000円

学　生　3,000円

当日参加申し込み可

問合せ先 第24回日本死の臨床研究会年次大会事務局

〒737－0023 広島県呉市青山町３－１　国立呉病院　緩和ケア病棟

ＴＥＬ：0823－22－3111  ＦＡＸ：0823－21－0478

Ｅ－mail：jard24@kure-nh.go.jp
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第10回広島がんセミナー 県民公開講座

がんの予防と治療 ―がんで死なないために―

と　　き　平成12年10月28日（土）15：00～17：00

と こ ろ　広島国際会議場　地下２階「ヒマワリ」

演題と講師

Ｉ．がんは、どこまで減らせるか？
―アメリカの成功から学ぶこと―

東北大学大学院医学系研究科

公衆衛生学分野助教授 辻 　 　 　 一 　 郎

ＩＩ．大腸がんで死なないために
癌研究会附属病院副院長 武 　 藤 　 徹 一 郎

〇参加ご希望の方は事前にお申し込み下さい。

申込先：ＴＥＬ082－247－1716 ＦＡＸ082－247－0864

財団法人広島がんセミナー 県民公開講座事務局

〒730－0052 広島市中区千田町３－８－６

広島市医師会臨床検査センター

主催　財団法人広島がんセミナー

後援　広島県・広島市・広島県医師会・広島市医師会

参加無料

第 10 回 広 島 が ん セ ミ ナ ー

国際シンポジウム
「遺伝子診断―新しい技術の導入」

と　　き　平成12年10月29日（日）午前９時30分から午後４時

と こ ろ　広島国際会議場「ヒマワリ」

講　　師 John  Quackenbush（ゲノム研究所）

嶋　田　　　紘 （横浜市立大学第二外科）

清　水　信　義 （慶応義塾大学分子生物）

白　井　泰　子 （国立精神神経センター精神保健研究所）

中　村　祐　輔 （東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター）

西　山　正　彦 （広島大学原爆放射能医学研究所）

横　崎　　　宏 （広島大学医学部第一病理）

問 合 先 広島大学医学部第一病理内

第10回広島がんセミナー事務局

電話　082－257－5145

事前登録要、参加費5,000円

主　　催 財団法人　広島がんセミナー
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平成12年度日本医師会認定産業医制度基礎研修会開催要領

日本医師会では、産業医の資質向上と地域保健活動の一環である産業医活動の推進を図るため、平

成２年度より日本医師会認定産業医制度を実施しておりますが、本制度における認定に必要な単位取

得のための基礎研修の中の前期研修会を下記のとおり開催することとなりました。

本研修会を受講しますと基礎研修（前期）の14単位（総論２単位、健康管理２単位、メンタルヘル

スケア１単位、健康保持増進１単位、作業環境管理２単位、作業管理２単位、有害業務管理２単位、

産業医活動の実際２単位）が取得できます。

記

主　　催 日本医師会

後　　援 労働省

日　　時 平成12年12月８日（金）・９日（土）

会　　場 日本医師会館　大講堂

〒113－8621  東京都文京区本駒込２－28－16  ＴＥＬ02－3946－2121（代表）

受講資格 認定産業医を希望する医師

参加人数 430名

会　　費 12,000円

申込方法 ①受講希望者は都道府県医師会から申込用紙を受け取り、必要事項を記入の上、直接日本

医師会地域医療第２課（〒113－8621東京都文京区本駒込２－28－16  ＴＥＬ03－3946－

2121（代））に郵送して下さい。ＦＡＸ、電話での受付はいたしませんのでご注意下さい。

②申込受付期間は、10月１日～15日までとしますが、受付は先着順に行い、定員になり次

第締め切ります。

③締め切り後、受講予定者に受講料払込用紙を送付しますので、10月末日までに払込用紙

で受講料を払込んで下さい。10月末日までに受講料の払込みが確認できなかった場合は、

受講をキャンセルしたものとして取り扱いますので、ご注意下さい。

④受講料払込確認後、受講票を送付しますので、研修会当日必ず持参して下さい。なお、

受講料払込後にキャンセル、欠席されても返金はいたしません。

申込用紙請求先 広島県医師会 研修広報課（担当：梅代
うめしろ

）

ＴＥＬ082－232－7211  ＦＡＸ082－293－3363

※受付順に申込用紙をお送りします。数に限りがありますので、お早めにお申込み下さい。
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平成12年度第３回日本医師会生涯教育講座

朝 日 メ デ ィ カ ル セ ミ ナ ー

平成12年度第３回日本医師会生涯教育講座を下記により開催致します。

多数ご出席下さいますようご案内申し上げます。

記

と　　き：平成12年10月21日（土）午後２時～５時

と こ ろ：広島医師会館　２階講堂

演題と講師

１．肝疾患の診断と治療

広島大学医学部附属病院放射線部助教授

中 　 西 　 敏 　 夫 　 先生

２．消化性潰瘍治療の新しい考え方

熊本大学医学部臨床検査医学講座助教授

岡 　 嶋 　 研 　 二 　 先生

※本講座は日本医師会生涯教育講座（５単位）の取得が認められています。

※本講座は日本内科学会認定医更新の点数（２点）の取得が認められています。

※本講座は日本臨床内科医会認定医制度認定講座（５単位）の取得が認められています。

※駐車場に限りがありますので、なるべく自家用車はご遠慮下さい。

問合先　〒733－8540  広島市西区観音本町１－１－１

広島県医師会　研修広報課

ＴＥＬ（082）232－7211（内線529）

ＦＡＸ（082）293－3363

広 島 県 医 師 会

主催　広 島 県 内 科 会

朝 日 新 聞 社

グラクソ・ウエルカム（株）
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広島産業保健推進センター

認定産業医研修会のご案内

研修機関　広島産業保健推進センター

広島市中区八丁堀16－11 日本生命広島第２ビル４階

研修場所　広島産業保健推進センター 会議室（４階）

申 込 み　下記「申込み用紙」でファクシミリにて申し込んで下さい。

ＴＥＬ082－224－1361 ＦＡＸ082－224－1371

11月30日

（木）

労働衛生行政について

広島労働局労働基準部安全衛生課

労働衛生専門官　岩　見　二　男

開催日時 時　　　　　間　　　　　割

※　締切りは11月20日まで（定員30名）［定員になり次第締め切ります］

※　認定産業医２単位（基礎後期、生涯更新　基礎後期、生涯専門）が取得できす。

受　　講　　日 平 成 12 年 11 月 30 日

ＴＥＬ　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ

受　講　申　込　み　用　紙

14：00 

業務上の事由による脳血管疾患について

中国労災病院脳神経外科

脳ドック室長　山　中　千　恵

15：00 16：00 

事 業 場 名

医 療 機 関 名

所 在 地

電 話 番 号 等

（フ リ ガ ナ）

受 講 者 氏 名

認 定 産 業 医

登　録　番　号 №
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第12回国際甲状腺学会サテライトシンポジウム

原子爆弾、原発事故と甲状腺疾患

日　時　10月21日（土）午前９時30分～午後５時10分

場　所　広島国際会議場 広島市中区中島町１－５　ＴＥＬ082－242－7777

プログラム委員会　長瀧重信（座長）（日本）、山下俊一（日本）、ＥＤ　ウィリアムズ（ＵＫ）

Ｇ　トーマス（ＵＫ）、Ａ　ピンケラ（イタリア）、Ｄ　ベッカー（米）、Ｍ　タトル（米）

ＮＤ　トロンコ（ウクライナ）、ＥＰ　デミチック（ベラルーシ）、ＡＦ　ツイブ（ロシア）

Ｅ　ルシニコフ（ロシア）、Ｇ　ススケビッチ（ＷＨＯ）

プログラム

１．特別講演１ 「チェルノブイリ原発事故の最新情報」 座長　長　瀧　重　信（広島）

ＶＫ　イワノフ（ロシア）、ＮＤ　トロンコ（ウクライナ）、ＥＰ　デミチック（ベラルーシ）

２．シンポジウム１ 「甲状腺癌以外の影響、甲状腺炎」 座長　Ｅ ロン、Ａ パーシュコフ

Ａ　ピンケラ（イタリア）、ＥＤ　ウィリアムズ（ＵＫ）、ＴＩ　ボグダノバ（ウクライナ）

Ｆ　パチニ（イタリア）、柴田義貞（長崎）、宇佐俊郎（長崎）

３．特別講演２ 「原爆被爆障害その後――甲状腺を中心に」 座長　佐々木　康　人（千葉）

ＤＬ　プレストン（広島）

４．シンポジウム２ 「血液疾患における最近の知見」 座長　伊　藤　弘　明（広島）

ＶＫ　イワノフ、今村展隆（広島）

５．シンポジウム３ 「放射線誘発甲状腺癌の研究方法」 座長　Ｄ ベッカー（米）

斉　藤　　　寛（長崎）

Ｖ　シュパック（ウクライナ）、Ｇ　トーマス（ＵＫ）、ＥＰ　デミチック（ベラルーシ）

山下俊一（長崎）、Ｍ　タトル（米）、ＥＤ　ウィリアムズ（ＵＫ）、濱谷清裕（広島）

参 加 国 ロシア、ベラルーシ、ウクライナ、ＵＫ、イタリア、米、および日本

主　　催 外務省　平成12年度チェルノブイリ原発事故専門家派遣・招聘事業（チェルノブイリ原子

力発電所事故の住民の健康に対する影響を緩和するための専門家の交流）

後　　援 放射線被曝者医療国際協力推進協議会（ＨＩＣＡＲＥ）、放射線医学総合研究所、広島大学

原医研、長崎大学医学部、放射線影響研究所

参 加 費 無料（公開）

言　　語 英語

問い合わせ先 放射線影響研究所

〒732－0815  広島市南区比治山公園５－２

ＴＥＬ082-261-3131、ＦＡＸ082-263-7279

ｅ－mail neriishi@rerf.or.jp

担当者：錬　石　和　男
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第
一
九
七
回
寺
岡
記
念
病
院

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
一
月
十
五
日
（
水
）

午
後
七
時
四
十
五
分

と
こ
ろ

府
中
地
区
医
師
会
　
一
階
会
議
室

症
例
検
討
会

連
絡
先
　
寺
岡
記
念
病
院

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
係

電
話
（
〇
八
四
七
）
五
二
―
三
一
四
〇

○日
広
島
県
内
科
会
学
術
講
演
会

と
　
き

十
一
月
十
六
日
（
木
）
午
後
六
時
半

と
こ
ろ

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

学
術
ビ
デ
オ

演
題
と
講
師

呼
吸
器
疾
患
の
漢
方
療
法

川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院

内
科
部
長
　
沖
　
本
　
二
　
郎

※
　
本
会
は
日
本
医
師
会
生
涯
教
育
講
座

（
５
単
位
）
な
ら
び
に
日
本
臨
床
内
科
医

会
認
定
講
演
会
（
５
単
位
）
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

主
催
　
広

島

県

内

科

会

第
六
〇
回
呉
整
形
外
科
研
究
会

と
　
き

十
一
月
十
七
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
カ
ン
コ
ー

演
題
と
講
師

手
術
用
顕
微
鏡
下
に
見
た
変
性
症
性
脊
椎
疾

患
の
病
態広

島
市
立
安
佐
市
民
病
院

副
院
長
　
馬
　
場
　
逸
　
志

主
催
　
呉

整

形

外

科

会

○日
府
中
地
区
春
秋
神
経

カ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

と
　
き

十
一
月
十
七
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

府
中
地
区
医
師
会
館
　
三
階
講
堂

特
別
講
演

痴
呆
の
病
態
と
診
断
に
つ
い
て

島
根
医
科
大
学
第
三
内
科

助
教
授
　
山
　
口
　
修
　
平

主
催
　
府
中
地
区
医
師
会

広
島
県
臨
床
整
形
外
科
医
会

研

修

講

演

会

と
　
き

十
一
月
十
八
日
（
土
）
午
後
六
時

と
こ
ろ

広
島
医
師
会
館
　
三
階
健
康
教
育
室

演
題
と
講
師

一
、
寛
骨
臼
回
転
骨
切
術
の
成
績
と
問
題
点

広
島
大
学
整
形
外
科

講
師
　
安
　
永
　
裕
　
司

二
、
痛
風
高
尿
酸
血
症
の
腎
・
尿
路
合
併
症

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
内
科

教
授
　
細
　
谷
　
龍
　
男

主
催
　
広
島
県
臨
床
整
形
外
科
医
会

○日
第
一
八
回
安
佐
医
学
会

と
　
き

十
一
月
十
九
日
（
日
）
午
前
十
時

と
こ
ろ

安
佐
医
師
会
館

一
般
演
題

開
業
医
会
員
・
勤
務
医
　
二
三
題

コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
　
　
　
三
三
題

教
育
ビ
デ
オ
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
午
後
三
時
二
十
分
よ
り
）

二
題

特
別
講
演
（
午
後
四
時
よ
り
）

心
ゆ
た
か
に
生
き
る

福
岡
県
南
蔵
院

第
二
十
三
世
住
職
　
林
　
　
　
覚
　
乗

主
催
　
安

佐

医

師

会

○日
第
四
回
尾
道
市
医
師
会

生
活
週
間
病
関
連
講
演
会

と
　
き

十
一
月
二
十
九
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

尾
道
国
際
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

高
血
圧
治
療
の
進
歩
と
Ａ
Ｒ
Ｂ
の
位
置
付
け

福
岡
大
学
医
学
部
第
二
内
科

名
誉
教
授
　
荒
　
川
　
規
矩
男

主
催
　
尾

道

市

医

師

会

○日
安

芸

学

術

講

演

会

と
　
き

十
一
月
三
十
日
（
木
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

安
芸
地
区
医
師
会
館

演
題
と
講
師

最
近
の
感
染
症
の
話
題
か
ら

―
Ｐ
Ｒ
Ｓ
Ｐ
、
Ｂ
Ｌ
Ｎ
Ａ
Ｒ
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
中
心
に
―

県
立
広
島
病
院
小
児
科

部
長
　
坂
　
野
　
　
　
堯

主
催
　
安
芸
地
区
医
師
会

○日
第
一
四
回
広
島
鉄
道
病
院

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
一
月
三
十
日
（
木
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

広
島
鉄
道
病
院
　
大
会
議
室

演
題
と
講
師

い
の
ち
輝
く

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
教
専
寺

住
職
　
故
　
選
　
一
　
法

主
催
　
広

島

鉄

道

病

院

第
五
九
回
広
島
地
方
眼
科
学
会

と
　
き

十
二
月
二
日
（
土
）
午
前
九
時
開
会

と
こ
ろ

広
仁
会
館
　
大
会
議
室

一
般
講
演
（
午
前
）

特
別
講
演
（
午
後
）

一
、
緑
内
障
、
網
膜
変
性
の
分
子
病
態
と
新

し
い
治
療
法
の
デ
ザ
イ
ン

札
幌
医
科
大
学
眼
科
学
教
室

講
師
　
大
　
黒
　
　
　
浩

二
、
心
因
性
視
力
障
害

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
室

教
授
　
小
　
口
　
芳
　
久

＊
一
般
演
題
（
一
題
七
分
、
ス
ラ
イ
ド
二
面
）

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
締
め
切
り
は
十

一
月
六
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

事
務
局
　
広
島
大
学
医
学
部
眼
科
学
教
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
二
）
二
五
七
―
五
二
四
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
二
）
二
五
七
―
五
二
四
九

一
、
原
稿
宛
先

〒

広
島
市
西
区
観
音
本

町
一
丁
目
一
番
一
号
　
広
島
県
医
師
会
研
修

広
報
課
宛
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
〇
八
二
｜
二

九
三
｜
三
三
六
三
。
電
話
で
の
掲
載
は
不
可
。

二
、
掲
載
回
数

三
回
以
内
。
（
県
医
師
会
速

報
は
五
日
、
十
五
日
、
二
十
五
日
の
発
行
、

掲
載
希
望
発
行
日
の
八
日
前
ま
で
に
原
稿
必

着
の
こ
と
。）

三
、
掲
載
原
稿

縦
書
き
・
楷
書
で
分
か
り
や

す
く
記
入
の
こ
と
。
日
医
生
涯
教
育
講
座
の

申
請
書
を
提
出
し
、
速
報
に
も
掲
載
希
望
の

向
き
は
、
別
に
速
報
用
の
原
稿
を
提
出
の
こ

と
。

四
、
掲
載
内
容

（一）

と
き
・
と
こ
ろ
・
演
題
と
講
師
（
テ
ー

マ
）
・
連
絡
先
・
主
催
等
、（
と
き
は
漢
数

字
で
、
日
時
・
場
所
と
は
記
載
し
な
い
こ

と
。
県
医
師
会
速
報
を
参
照
さ
れ
た
い
。）

（二）

座
長
、
司
会
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
除

く
）、
世
話
人
名
等
は
省
か
せ
て
頂
く
。

（三）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
テ
ー
マ
の
み
掲
載
、

一
般
演
題
の
テ
ー
マ
・
演
者
名
は
掲
載
し

な
い
。

（四）

県
医
師
会
主
催
・
全
国
学
会
等
に
つ
い

て
は
こ
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
な
お
、

掲
載
希
望
原
稿
の
内
容
に
よ
っ
て
は
広
報

委
員
会
で
協
議
の
う
え
、
文
言
の
修
正
、

掲
載
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

五
、
掲
載
料

無
料
。
た
だ
し
、
薬
品
会
社
名
、
薬
品
名

等
（
講
演
会
タ
イ
ト
ル
、
主
催
者
名
、
後
援

名
等
に
か
か
わ
ら
ず
）
が
記
載
し
て
あ
る
も

の
は
、
一
回
に
つ
き
、
五
、
〇
〇
〇
円
の
掲

載
料
を
請
求
す
る
。

広
島
県
医
師
会
広
報
委
員
会

学
術
講
演
会
掲
載
規
定

733-
8540
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○日
第
一
五
六
回
尾
道
総
合
病
院

カ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

と
　
き

十
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
六
時

と
こ
ろ

尾
道
総
合
病
院
　
北
館
四
階
講
堂

演
題
と
講
師

院
内
感
染
と
そ
の
対
策

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
薬
株
式
会
社

医
薬
学
術
企
画
部

部
長
　
川
　
崎
　
賢
　
二

○日
第
一
三
〇
回
福
山
外
科
会

と
　
き

十
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

福
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

残
胃
炎
と
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
感
染

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
外
科

助
教
授
　
柏
　
木
　
秀
　
幸

主
催
　
福

山

外

科

会

○日
学
　
術
　
講
　
演
　
会

と
　
き

十
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

因
島
市
医
師
会
病
院

演
題
と
講
師

大
動
脈
瘤
の
外
科
治
療

関
西
医
科
大
学
胸
部
心
臓
血
管
外
科

教
授
　
今
　
村
　
洋
　
二

主
催
　
因

島

市

医

師

会

○日
尾
道
市
医
師
会
在
宅
ケ
ア
部
会

と
　
き

十
月
二
十
七
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

尾
道
国
際
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

在
宅
高
齢
者
の
皮
膚
疾
患
の
診
療
と
日
常
の

ケ
ア
　P

A
R
T
2

浜
中
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長

浜
　
中
　
和
　
子

主
催

尾

道

市

医

師

会

○日
府
中
地
区
医
師
会
学
術
講
演
会

と
　
き

十
月
三
十
一
日
（
火
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

府
中
地
区
医
師
会
館

三
階

講
堂

演
題
と
講
師

高
齢
者
の
が
ん
治
療
方
針
と
天
寿
が
ん

癌
研
究
会
癌
研
究
所

所
長
　
北
　
川
　
知
　
行

主
催
　
府
中
地
区
医
師
会

○日
第
二
〇
回
産
婦
人
科
漢
方
研
究
会

学

　

術

　

集

　

会

と
　
き

十
月
二
十
九
日
（
日
）

午
前
九
時
二
十
五
分

と
こ
ろ

広
島
国
際
会
議
場
　
Ｂ
二
階

特
別
講
演

更
年
期
女
性
の
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア

東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
産
婦
人
科

教
授
　
麻
　
生
　
武
　
志

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

中
高
年
女
性
の
健
康
管
理
と
漢
方

一
般
演
題

三
四
題

会
　
費
　
一
、
〇
〇
〇
円

連
絡
先
　
広
島
大
学
医
学
部
産
婦
人
科

真
　
田
　
光
　
博

電
話
（
〇
八
二
）
二
五
七
―
五
二
六
二

主
催
　
産
婦
人
科
漢
方
研
究
会

学
術
集
会
長
　
大
　
濱
　
紘
　
三

○日
第
三
回
尾
道
市
医
師
会

生
活
週
間
病
関
連
講
演
会

と
　
き

十
一
月
一
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

尾
道
国
際
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

動
脈
硬
化
と
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
術
の
最
近
の

話
題
と
将
来
展
望

―
ホ
モ
シ
ス
テ
イ
ン
と
Ｍ
Ｔ
Ｈ
Ｆ
Ｒ
遺
伝

子
型
を
含
め
て
―

川
崎
医
科
大
学
外
科
学
（
胸
部
心
臓
血
管
）

教
授
　
種
　
本
　
和
　
雄

主
催
　
尾

道

市

医

師

会

○日
広
島
県
東
部
産
婦
人
科
医
会
研
修
会

と
　
き

十
一
月
二
日
（
木
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

三
原
国
際
ホ
テ
ル

特
別
講
演

卵
巣
癌
化
学
療
法
の
問
題
点

久
留
米
大
学
医
学
部
産
婦
人
科

教
授
　
嘉
　
村
　
敏
　
治

連
絡
先
　
日
本
鋼
管
福
山
病
院
産
婦
人
科

金
　
尾
　
浩
　
志

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
四
九
）
四
五
―
三
一
〇
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
四
九
）
四
五
―
三
九
六
九

主
催
　
東
部
産
婦
人
科
医
会

○日
高
脂
血
症
治
療
学
術
講
演
会

と
　
き

十
一
月
九
日
（
木
）
午
後
六
時
半

と
こ
ろ

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

四
階

特
別
講
演

一
、
循
環
器
内
科
か
ら
み
た
高
脂
血
症
と
動

脈
硬
化山

口
大
学
医
学
部
　
第
二
内
科

教
授
　
松
　
�
　
益
　
徳

二
、
糖
尿
病
と
肥
満
に
お
け
る
脂
質
代
謝
異
常

東
邦
大
学
医
学
部
　
臨
床
検
査
医
学

教
授
　
芳
　
野
　
　
　
原

＊
左
記
の
単
位
の
ど
ち
ら
か
を
取
得
で
き
ま
す
。

日
本
医
師
会
生
涯
教
育
認
定
講
座
５
単
位

日
本
臨
床
内
科
医
会
５
単
位

主
催
　
広

島

県

内

科

会

○日
第
三
回
食
道
・
胃
腸
病
変
を
考
え
る
会

と
　
き

十
一
月
九
日
（
火
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

広
仁
会
館
　
二
階
大
会
議
室

一
般
演
題
　
一
題

特
別
講
演

胃
粘
膜
上
皮
組
織
の
増
殖
分
化
調
節
機
構

―
臨
床
と
の
関
連
―

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
第
二
内
科

教
授
　
一
　
瀬
　
雅
　
夫

事
務
局
　
広
島
大
学
医
学
部
第
一
内
科

主
催
　
食
道
・
胃
腸
病
変
を
考
え
る
会

第
一
二
回
備
後
肝
胆
膵
研
究
会

と
　
き

十
一
月
九
日（
木
）午
後
六
時
四
十
分

と
こ
ろ

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

症
例
検
討
　
膵
臓
疾
患

特
別
講
演

「
未
定
」

大
阪
成
人
病
セ
ン
タ
ー

内
科
　
中
　
島
　
明
　
彦

大
阪
成
人
病
セ
ン
タ
ー

外
科
　
大
　
東
　
弘
　
明

主
催
　
備
後
肝
胆
膵
研
究
会

後
援
　
備
後
地
区
医
師
会

第
一
五
回
備
後
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

講
　
　
　
演
　
　
　
会

と
　
き

十
一
月
九
日
（
木
）
午
後
六
時
半

と
こ
ろ

福
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

一
般
演
題

数
題

特
別
講
演

糖
尿
病
と
動
脈
硬
化

―
脂
質
代
謝
異
常
を
中
心
に
―

江
草
玄
士
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
江
　
草
　
玄
　
士

主
催
　
備
後
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

福

山

市

医

師

会

府
中
地
区
医
師
会
学
術
講
演
会

と
　
き

十
一
月
十
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

府
中
地
区
医
師
会
館
　
三
階
講
堂

演
題
と
講
師

甲
状
腺
機
能
異
常
と
妊
娠
・
分
娩
に
つ
い
て

鳥
取
大
学
第
一
内
科
学

教
授
　
重
　
政
　
千
　
秋

主
催
　
府
中
地
区
医
師
会

第

五

回

福

乳

会

と
　
き

十
一
月
十
一
日（
土
）午
後
六
時
四
十
分

と
こ
ろ

福
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

「
未
定
」川

崎
医
科
大
学
　
乳
腺
甲
状
腺
外
科

教
授
　
園
　
尾
　
博
　
司

主
催
　
福
　
　
　
乳
　
　
　
会

後
援
　
福

山

市

医

師

会

○日
松
永
沼
隈
地
区
医
師
会
学
術
講
演
会

と
　
き

十
一
月
十
五
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

松
永
沼
隈
地
区
医
師
会

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
二
階

演
題
と
講
師

糖
尿
病
治
療
に
お
け
る
高
血
圧
管
理
の
重
要
性

広
島
大
学
医
学
部
第
二
内
科

講
師
　
大
久
保
　
雅
　
通

主
催
　
松
永
沼
隈
地
区
医
師
会
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○日
東
広
島
地
区
学
術
講
演
会

と
　
き

十
月
十
九
日
（
木
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

ホ
テ
ル
つ
る
か
め

演
題
と
講
師

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
の
病
態
と
治
療

広
島
大
学
耳
鼻
咽
喉
科竹

　
野
　
幸
　
夫

主
催
　
東
広
島
地
区
医
師
会

第
二
二
三
回
国
療
広
島
病
院
・

東

広

島

地

区

医

師

会

合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
二
十
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

国
立
療
養
所
広
島
病
院

演
題
と
講
師

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
最
近
の
知
見

国
立
療
養
所
広
島
病
院
小
児
科

加
　
藤
　
恭
　
博

症
例
検
討
会

お
困
り
の
症
例
を
お
持
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
代
表
世
話
人

東
広
島
地
区
医
師
会

藤
　
原
　
義
　
剛

電
話
（
〇
八
二
四
）
三
四
―
〇
〇
二
九

国
立
療
養
所
広
島
病
院
　
小
　
野
　
裕
二
郎

電
話
（
〇
八
二
四
）
二
三
―
二
一
七
六

主
催
　
国
立
療
養
所
広
島
病
院
・

東
広
島
地
区
医
師
会

合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

第
一
四
八
回
木
村
眼
科
内
科
病
院

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
二
十
日
（
金
）
午
後
六
時
半

と
こ
ろ

木
村
眼
科
内
科
病
院
　
四
階
会
議
室

演
題
と
講
師

Ｉ
Ｃ
Ｇ
蛍
光
造
影
の
基
礎
と
臨
床

関
西
医
科
大
学
眼
科
学
教
室

講
師
　
福
　
島
　
伊
知
郎

会
　
費
　
無
料

弁
当
代
　
千
円
（
必
要
な
方
の
み
）

連
絡
先
　
木
村
眼
科
内
科
病
院
（
森
井
詩
子
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
二
三
）
二
二
―
五
五
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
二
三
）
二
五
―
九
〇
一
〇

主
催
　
木
村
眼
科
内
科
病
院

○日
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
二
三
回
日
本
高
血
圧
学
会
総
会

サ
テ
ラ
イ
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
　
き

十
月
十
九
日
（
木
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

サ
ン
キ
三
次
営
業
所

（
三
次
市
畠
敷
町
八
七
九
―
一
）

他
・
県
内
七
カ
所

演
題
と
講
師

高
血
圧
治
療
最
前
線

―
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
み
る
治
療
戦
略
―

一
、
日
本
人
の
高
血
圧

九
州
大
学
名
誉
教
授藤

　
島
　
正
　
敏

二
、
日
本
版
高
血
圧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
経
緯

と
概
要慶

應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学

教
授
　
猿
　
田
　
享
　
男

三
、
合
併
症
を
持
つ
高
血
圧
患
者
の
治
療

札
幌
医
科
大
学
内
科
学
第
二

教
授
　
島
　
本
　
和
　
明

四
、
高
齢
者
高
血
圧
患
者
の
治
療

愛
媛
大
学
医
学
部
内
科
学
第
二

教
授
　
日
和
田
　
邦
　
男

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

主
催
　
三
次
地
区
医
師
会

○日
広
島
整
形
外
科
セ
ミ
ナ
ー

と
　
き

十
月
十
九
日
（
木
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

四
階

演
題
と
講
師

イ
リ
ザ
ロ
フ
法
の
骨
折
治
療
へ
の
応
用

帝
京
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学

主
任
教
授
　
松
　
下
　
　
　
隆

主
催
　
広
島
県
臨
床
整
形
外
科
医
会

○日
第
一
四
八
回
世
羅
郡
医
師
会

学
　
術
　
講
　
演
　
会

と
　
き

十
月
十
九
日
（
木
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

世
羅
郡
中
央
病
院
　
四
階
会
議
室

演
題
と
講
師

腎
障
害
を
と
も
な
う
高
血
圧
の
治
療

日
本
鋼
管
福
山
病
院

内
科
医
長
　
奥
　
野
　
哲
　
二

主
催
　
世

羅

郡

医

師

会

学
　
術
　
講
　
演
　
会

と
　
き

十
月
二
十
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

呉
阪
急
ホ
テ
ル

は
じ
め
に

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
感
染
の
診
断
と
治

療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

呉
共
済
病
院
消
化
器
科

山
　
本
　
惣
一
郎

セ
ミ
ナ
ー

一
、
消
化
性
潰
瘍
に
対
す
る
除
菌
治
療
の
有

用
性

神
戸
大
学
光
学
医
療
診
療
部

助
教
授
　
青
　
山
　
伸
　
郎

二
、
消
化
性
潰
瘍
に
対
す
る
除
菌
治
療
の
問

題
点

大
阪
市
立
大
学
第
三
内
科

助
教
授
　
荒
　
川
　
哲
　
男

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

消
化
性
潰
瘍
に
対
す
るH

.pylori

除
菌
治
療

の
有
用
性
と
問
題
点

―
明
日
か
ら
役
に
立
つ
パ
ネ
ル
―

（
司
会
）
呉
共
済
病
院
消
化
器
科
医
長

上
　
村
　
直
　
実

主
催
　
呉
消
化
器
病
研
究
会

○日
安
佐
医
師
会
内
科
会

と
　
き

十
月
二
十
三
日
（
月
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

安
佐
医
師
会
館
　
講
堂

演
題
と
講
師

頭
部
外
傷
の
臨
床
　
そ
の
１

広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院

脳
神
経
外
科

主
任
部
長
　
沖
　
　
　
修
　
一

主
催
　
安
佐
医
師
会
内
科
会

○日
第
八
〇
回
学
術
講
演
会

と
　
き

十
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

広
島
医
師
会
館
　
三
階
健
康
教
育
室

演
題
と
講
師

診
療
に
役
立
つ
感
染
症
の
見
方

川
崎
市
立
川
崎
病
院

院
長
　
武
　
内
　
可
　
尚

主
催
　
広

島

市

医

師

会

○日
第
一
八
六
回
大
竹
エ
コ
ー
会

と
　
き

十
月
二
十
四
日
（
火
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

国
立
大
竹
病
院

一
階
超
音
波
室

症
例
検
討
会

症
例
提
示
　
国
立
大
竹
病
院
内
科
・
外
科

連
絡
先
　
大
竹
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

電
話
（
〇
八
二
七
五
）
二
―
六
二
〇
〇

主
催
　
大
竹
市
医
師
会
大
竹
エ
コ
ー
会

○日
佐

伯

臨

床

研

修

会

と
　
き

十
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

広
島
総
合
病
院
　
三
階
大
会
議
室

演
題
と
講
師

心
電
図
の
ピ
ッ
ト
ホ
ー
ル

―
頻
拍
を
考
え
る
―

厚
生
連
廣
島
総
合
病
院

内
科
部
長
　
藤
　
井
　
　
　
隆

主
催
　
佐
伯
地
区
内
科
医
会

佐
伯
地
区
医
師
会

生
涯
教
育
委
員
会

第
一
六
九
回
安
佐
市
民
病
院

カ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス

と
　
き

十
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
六
時
半

と
こ
ろ

安
佐
市
民
病
院
　
南
館
三
階
講
堂

演
題
と
講
師

リ
ウ
マ
チ
性
心
筋
炎
に
て
急
死
し
た
一
剖
検
例

（
二
三
歳
、
女
性
）

―
当
院
で
の
急
性
死
剖
検
例
の

検
討
と
合
わ
せ
て
―

安
佐
市
民
病
院

病
　
理
　
部
　
　
　
立
　
山
　
義
　
朗

坪
　
河
　
　
　
太

林
　
　
　
雄
　
三

麻
　
酔
　
科
　
　
　
藤
　
井
　
聖
　
士

循
環
器
科
　
　
　
土
　
手
　
慶
　
五

主
催
　
安
佐
市
民
病
院
教
育
研
修
委
員
会

○日
第
五
回
広
島
市
西
区
研
修
講
演
会

と
　
き

十
月
二
十
六
日
（
木
）

午
後
六
時
四
十
五
分

と
こ
ろ

広
島
医
師
会
館
　
三
階
健
康
教
育
室

演
題
と
講
師

市
民
一
人
ひ
と
り
に
平
和
の
心
を

（財）
広
島
市
文
化
財
団

理
事
長
　
吉
　
中
　
康
　
麿

主
催
　
広
島
市
西
区
医
師
会

○日
安

芸

学

術

講

演

会

と
　
き

十
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

安
芸
地
区
医
師
会
館

演
題
と
講
師

救
急
医
療
に
お
い
て
注
意
を
要
す
る
意
識
障
害

広
島
大
学
医
学
部
附
属
病
院
集
中
治
療
部

講
師
　
山
野
上
　
敬
　
夫

主
催
　
安
芸
地
区
医
師
会



2000年（平成12年）10月５日 広 島 県 医 師 会 速 報 （第1737号）昭和26年 8 月27日第3種郵便物認可（60）

○日
学
　
術
　
講
　
演
　
会

と
　
き

十
月
十
三
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

呉
阪
急
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

骨
粗
鬆
症
治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

川
崎
医
科
大
学
放
射
線
核
医
学
科

教
授
　
福
　
永
　
仁
　
夫

主
催
　
呉

市

医

師

会

第
六
回
胸
腔
鏡
下
交
感
神
経
遮
断

研
　
　
　
究
　
　
　
会

と
　
き

十
月
十
四
日
（
土
）
午
前
九
時
半

と
こ
ろ

広
島
大
学
医
学
部
　
広
仁
会
館

特
別
講
演

末
梢
神
経
損
傷
に
伴
う
知
覚
神
経
節
で
の
交

感
神
経
節
後
線
維

大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

脇
　
坂
　
　
　
聡

教
育
講
演

自
立
神
経
と
心
拍
変
動
解
析

広
島
大
学
医
学
部
麻
酔
・
蘇
生
学

河
　
本
　
昌
　
志

事
務
局

広
島
大
学
医
学
部
麻
酔
・
蘇
生
学
教
室
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
二
）
二
五
七
―
五
二
六
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
二
）
二
五
七
―
五
二
六
九

会
長
　
弓
　
削
　
孟
　
文

担
当
　
仁
井
内
　
　
　
浩

日
　
高
　
昌
　
三

e-m
ail：

m
asuika@

hiroshim
a-u.ac.jp

○日
佐
伯
区
医
師
会
勉
強
会

と
　
き

十
月
十
七
日
（
火
）
午
後
七
時
半

と
こ
ろ

佐
伯
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

演
題
と
講
師

Ｅ
Ｂ
Ｍ
か
ら
み
た
安
定
狭
心
症
の
管
理

東
京
医
科
大
学
内
科
学
第
２
講
座

主
任
教
授
　
山
　
科
　
　
　
章

連
絡
先
　
広
島
市
佐
伯
区
医
師
会

電
話
（
〇
八
二
）
九
二
一
―
四
八
〇
〇

主
催
　
広
島
市
佐
伯
区
医
師
会

○日
尾

道

市

医

師

会

生
活
習
慣
病
関
連
講
演
会

と
　
き

十
月
十
三
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

尾
道
国
際
ホ
テ
ル

教
育
講
演

糖
尿
病
性
末
梢
神
経
障
害
の
鑑
別
診
断

尾
道
市
立
市
民
病
院
神
経
内
科

副
医
長
　
佐
　
藤
　
由
　
樹

特
別
講
演

見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
糖
尿
病
性
合
併
症

―
糖
尿
病
性
末
梢
神
経
障
害
―

広
島
大
学
医
学
部
第
二
内
科

講
師
　
大
久
保
　
雅
　
通

主
催
　
尾

道

市

医

師

会

○日
第
一
四
四
回
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
十
三
日
（
金
）
午
後
七
時
半

と
こ
ろ

公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院四

階
会
議
室
二

症
例
と
提
供
者

一
、
最
近
の
外
科
治
療

外
科
　
井
　
手
　
　
　
達

二
、C

linical
problem

-solving
skills

内
科
　
吉
　
川
　
　
　
仁

○日
広
島
Ｂ
Ｐ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー

と
　
き

十
月
十
三
日
（
金
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島十

二
階

特
別
講
演

前
立
腺
癌
検
診
の
最
近
の
話
題

群
馬
大
学
泌
尿
器
科
学

教
授
　
山
　
中
　
英
　
壽

主
催
　
広
島
泌
尿
器
科
医
会

国
際
が
ん
研
究
講
演
会

と
　
き

十
月
十
三
日
（
金
）
午
後
六
時

と
こ
ろ

広
島
大
学
医
学
部
　
広
仁
会
館

演
題
と
講
師

SN
U
C
ell
lines：

A
pplication

for
C
ancer

R
esearch

D
r.Jae-G

ahn
park
P
resident,N

ational
C
ancer

C
enter,K

orea

連
絡
先
（財）
広
島
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

電
話
（
〇
八
二
）
二
四
七
―
一
七
一
六

主
催
　
財
団
法
人
広
島
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

○日
学
　
術
　
講
　
演
　
会

と
　
き

十
月
十
七
日（
火
）午
後
六
時
四
十
分

と
こ
ろ

呉
阪
急
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

皮
膚
細
菌
感
染
症

―
特
に
伝
染
性
膿
痂
疹
に
つ
い
て
―

高
知
県
立
安
芸
病
院
皮
膚
科
医
長

池
　
田
　
政
　
身

主
催
　
呉
　
皮
　
膚
　
科
　
会

第
二
七
八
回
福
山
地
区
内
科
会

と
　
き

十
月
十
七
日
（
火
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

福
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

腎
疾
患
に
お
け
る
循
環
管
理
の
重
要
性

岡
山
済
生
会
総
合
病
院

診
療
部
長
・
腎
臓
病
セ
ン
タ
ー
長

平
　
松
　
　
　
信

主
催
　
福
山
地
区
内
科
会

○日
佐
伯
地
区
医
師
会
能
美
支
部

学
　
術
　
講
　
演
　
会

と
　
き

十
月
十
七
日
（
火
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

沖
美
町
「
坪
希
旅
館
」

演
題
と
講
師

呼
吸
器
感
染
症
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
診
断

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
呼
吸
器
科

有
　
田
　
健
　
一

主
催
　
佐
伯
地
区
医
師
会
能
美
支
部

○日
広

島

総

合

病

院

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
十
八
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

広
島
総
合
病
院
　
三
階
大
会
議
室

演
題
と
講
師

一
、
進
行
直
腸
癌
に
対
す
る
我
々
の
治
療
戦
略

広
島
総
合
病
院
外
科

島
　
筒
　
和
　
史

二
、
耳
鼻
咽
喉
科
に
お
け
る
急
患
の
診
断
と

治
療

広
島
総
合
病
院
耳
鼻
咽
喉
科

木
　
村
　
隆
　
広

第
一
九
六
回
寺
岡
記
念
病
院

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
十
八
日
（
水
）

午
後
七
時
四
十
五
分

と
こ
ろ

寺
岡
記
念
病
院
　
東
棟
集
会
室

症
例
検
討
会

連
絡
先
　
寺
岡
記
念
病
院

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
係

電
話
（
〇
八
四
七
）
五
二
―
三
一
四
〇

○日
安
佐
医
師
会
学
術
講
演
会

と
　
き

十
月
十
八
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院
　
三
階

大
講
堂

演
題
と
講
師

腎
と
高
血
圧

―
腎
器
保
護
を
目
的
と
し
た

降
圧
療
法
の
あ
り
方
―

川
崎
医
科
大
学

腎
臓
・
リ
ウ
マ
チ
内
科

教
授
　
柏
　
原
　
直
　
樹

主
催
　
安
佐
医
師
会
学
術
部

同
　
生
涯
教
育
委
員
会

○日

第
一
〇
回
中
国
労
災
病
院
消
化
器

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
十
八
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

中
国
労
災
病
院
　
三
階
会
議
室

症
例
検
討

一
、
リ
ン
パ
節
転
移
を
認
め
た
低
分
化
胃
癌

（
ｍ
癌
）
の
一
例

中
国
労
災
病
院
内
科
　
杉
　
山
　
真
一
郎

二
、
腹
腔
内
破
裂
で
発
見
さ
れ
た
肝
細
胞
癌

の
一
例

中
国
労
災
病
院
外
科
　
吉
　
満
　
政
　
義

三
、
手
術
可
能
で
あ
っ
た
粘
液
産
生
性
膵
腫

瘍
の
一
例

中
国
労
災
病
院
内
科
　
小
　
道
　
大
　
輔

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー

胃
癌
、
大
腸
癌
の
手
術
適
応
に
つ
い
て

中
国
労
災
病
院
外
科
　
住
　
元
　
　
　
了

主
催
　
中

国

労

災

病

院

第
一
二
四
回
東
広
島
地
区
整
形
外
科

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
十
八
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

広
島
県
立
リ
ハ
セ
ン
タ
ー

二
階
　
歩
行
解
析
室

演
題
と
講
師

介
護
保
険
―
医
療
機
関
は
こ
の
よ
う
に
取
り

組
も
う
―は

た
の
リ
ハ
ビ
リ
整
形
外
科
医
院

院
長
　
畑
　
野
　
栄
　
治

連
絡
先
　
県
立
リ
ハ
セ
ン
タ
ー

黒
　
瀬
　
靖
　
郎

（
電
話
）
〇
八
二
四
―
二
五
―
一
四
五
五

主
催
　
県
立
リ
ハ
セ
ン
タ
ー

後
援
　
東
広
島
地
区
医
師
会
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○日
広
島
市
内
科
医
会
学
術
講
演
会

と
　
き

十
月
十
一
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

広
島
医
師
会
館
　
三
階
健
康
教
育
室

演
題
と
講
師
（
病
診
連
携
そ
の
百
五
）

肝
疾
患
の
最
近
の
話
題

広
島
大
学
放
射
線
部

助
教
授
　
中
　
西
　
敏
　
夫

主
催
　
広
島
市
内
科
医
会

○日
学
　
術
　
講
　
演
　
会

と
　
き

十
月
十
一
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

三
原
医
師
会
館

演
題
と
講
師

ミ
レ
ニ
ア
ム
新
時
代
に
お
け
る
高
血
圧
の
成

因
と
治
療大

阪
大
学
加
齢
医
学

助
教
授
　
檜
　
垣
　
實
　
男

主
催
　
三

原

市

医

師

会

○日
松
永
沼
隈
地
区
医
師
会
学
術
講
演
会

と
　
き

十
月
十
一
日
（
水
）
午
後
七
時

と
こ
ろ

松
永
沼
隈
地
区
医
師
会

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
二
階

演
題
と
講
師

糖
尿
病
・
高
脂
血
症
の
運
動
療
法

名
古
屋
大
学

総
合
保
健
体
育
科
学
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
医
学

教
授
　
佐
　
藤
　
祐
　
造

主
催
　
松
永
沼
隈
地
区
医
師
会

福
山
地
区
病
院
会
十
月
例
会

と
　
き

十
月
十
一
日
（
水
）
午
後
六
時
半

と
こ
ろ

福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

演
題
と
講
師

一
、
院
内
感
染
と
そ
の
対
策

フ
ァ
イ
ザ
ー
製
薬
（株）
医
療
学
術

企
画
部
長
　
川
　
崎
　
賢
　
二

二
、
医
療
機
関
に
お
け
る
未
収
金
対
策

脳
神
経
セ
ン
タ
ー
大
田
記
念
病
院

事
務
局
長
　
杉
　
原
　
茂
　
夫

会
　
費
　
一
、
五
〇
〇
円

連
絡
先
　
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
大
田
記
念
病
院

事
務
局Ｔ

Ｅ
Ｌ
（
〇
八
四
九
）
三
一
―
八
六
五
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
四
九
）
二
八
―
七
一
九
一

○日
広
島
県
内
科
会
学
術
講
演
会

と
　
き

十
月
十
二
日
（
木
）

午
後
六
時
四
十
五
分

と
こ
ろ

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

四
階

演
題
と
講
師

Ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｄ
治
療
に
お
け
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

島
根
医
科
大
学
第
二
内
科

教
授
　
木
　
下
　
芳
　
一

○日
第
二
二
回
県
立
広
島
病
院

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
十
二
日
（
木
）
午
後
六
時

と
こ
ろ

県
立
広
島
病
院
　
講
堂

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念

講
演
会

一
、
広
島
県
の
周
産
期
医
療
に
つ
い
て

広
島
大
学
医
学
部
長

（
産
婦
人
科
学
教
授
）

大
　
濱
　
紘
　
三

二
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
概

要
に
つ
い
て

県
立
広
島
病
院

母
子
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
長

占
　
部
　
　
　
武

三
、
周
産
期
医
療
の
現
状
と
将
来

（1）

産
科
の
立
場
よ
り

県
立
広
島
病
院
産
科
部
長

上
　
田
　
克
　
憲

（2）

新
生
児
科
の
立
場
よ
り

県
立
広
島
病
院
新
生
児
科
部
長

山
　
崎
　
武
　
美

連
絡
先
　
県
立
広
島
病
院

副
院
長
　
今
　
川
　
　
　
勝

電
話
（
〇
八
二
）
二
五
四
―
一
八
一
八

○日
第
一
五
一
回
吉
島
病
院

オ
ー
プ
ン
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

と
　
き

十
月
十
二
日
（
木
）
午
後
六
時
半

と
こ
ろ

吉
島
病
院
　
健
康
管
理
棟
二
階

大
会
議
室

演
題
と
講
師

一
、
気
管
支
腔
内
超
音
波
の
臨
床
応
用

国
立
療
養
所
広
島
病
院

呼
吸
器
外
科
医
長
　
栗
　
本
　
典
　
昭

二
、
興
味
あ
る
症
例
か
ら

連
絡
先
　
吉
島
病
院

（
〇
八
二
）
二
四
一
―
二
一
六
七

電

子

カ

ル

テ

厚
生
省
が
カ
ル
テ
の
電
子
保
存
を
正

式
に
認
め
、
や
っ
と
電
子
カ
ル
テ
の
黎

明
期
を
迎
え
て
い
る
。
私
も
、
昨
年
の

十
月
に
紙
カ
ル
テ
か
ら
電
子
カ
ル
テ
に

移
行
し
、
ち
ょ
う
ど
一
年
が
た
っ
た
。

電
子
カ
ル
テ
の
開
発
は
、
大
企
業
よ

り
も
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
組
め
る
医
師
な
ど
が
先
陣
を
切
っ
て

数
年
前
か
ら
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、

診
療
を
し
て
レ
セ
プ
ト
を
発
行
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
、
一
般
的
な
事
務
作

業
と
は
か
な
り
異
な
る
専
門
性
が
あ
る

た
め
に
、
現
場
を
熟
知
し
て
い
る
人
で

な
い
と
作
れ
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
市
場
に
出

て
い
る
電
子
カ
ル
テ
の
中
で
評
価
の
高

い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
現
役
の
医
師
が
開
発
し
た
も
の
で
、

レ
セ
コ
ン
市
場
の
シ
ェ
ア
を
お
さ
え
て

い
る
大
企
業
製
の
も
の
で
は
な
い
。
も

う
一
つ
共
通
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら

を
開
発
し
た
医
師
達
の
動
機
で
あ
る
。

使
い
勝
手
が
あ
ま
り
良
く
な
い
の
に
非

常
に
価
格
が
高
く
、
医
療
費
改
正
の
た

び
に
メ
ー
カ
ー
の
言
い
な
り
の
高
額
の

費
用
を
取
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

に
対
し
て
、
自
分
の
力
で
何
と
か
な
ら

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
こ
れ
ら
の
電
子
カ
ル
テ
は
メ
ー
カ

ー
製
の
も
の
が
数
百
万
も
す
る
の
に
対

し
て
、
い
ず
れ
も
数
十
万
と
い
う
「
良

心
的
」
な
価
格
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

電
子
カ
ル
テ
と
し
て
使
わ
な
く
て
も
レ

セ
コ
ン
と
し
て
も
十
分
使
え
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
ら
の
電
子

カ
ル
テ
に
は
も
う
一
つ
共
通
点
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
、
ユ
ー
ザ
ー
達
が
独
自

に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
り
、
使
用

し
て
い
る
電
子
カ
ル
テ
の
情
報
交
換
を

し
て
、
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
製
品

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
ユ
ー
ザ
ー

達
が
製
品
の
開
発
も
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
困
っ
た
と
き
に
は
お
互
い

に
サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
る
。
こ
の
現
象

は
、
今
ま
で
大
企
業
の
売
り
手
市
場
で

あ
っ
た
レ
セ
コ
ン
業
界
に
風
穴
を
開

け
、
メ
ー
カ
ー
の
言
い
な
り
に
な
っ
て

い
た
レ
セ
プ
ト
発
行
業
務
を
、
我
々
医

師
が
自
分
た
ち
の
手
に
取
り
戻
す
方
向

性
を
指
し
示
し
て
い
る
。（中

山
　
純
維
）

○日
は
日
医
生
涯
教
育
講
座
と
し
て
県
医
師
会
が
認
定
し
た
も
の
で
す
。

広
島
県
医
師
会
速
報

発
行
所

社
団
法
人

広

島

県

医

師

会

〒
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三
三
｜
八
五
四
〇

広
島
市
西
区
観
音
本
町
一
丁
目
一
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
二
｜
二
三
二
｜
七
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二
｜
二
九
三
｜
三
三
六
三

編
集
者
広
島
県
医
師
会
長

真

田

幸

三

印
刷
所
有
限
会
社

安

部

印

刷

所

〒
七
三
〇
｜
〇
八
一
四

広
島
市
中
区
羽
衣
町
四
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
二
｜
二
四
一
｜
四
二
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
二
｜
二
四
六
｜
〇
三
七
七

（学会案内は、35頁、46～63頁にもあります。）
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